
　

　今回私は、地震災害に見舞われた能登半島に、何か
役に立つことはないかと思い、出かけてきました。行ってみ
ると、東日本大震災を思わせるような、凄まじく想像を超え

る光景ばかりでした。
　何年か前に飯舘村役場に在職されていた山本実さん（石川
県宝達志水町）を訪ね、瓦礫の片付け、壊れかけた家からの家
具の持ち出し等の作業を手伝いました。
　七尾市、穴水町、珠洲市をまわってみると、すべて断水でトイレも
使えず、災害時においてはいかに水が大切であるかを思い知らさ
れました。友人、知人、そしてボランティアの方々が、皆一緒になって
行う共同作業の「結い」というものが、どんなにか人間の生活におい
て大事なことであり、必要不可欠であるかも知ることができました。
　私たちの日々の中で普通の生活を普通にできるということが、
本当に幸せなことであり、何にも増しての宝物なんだと感じてま
いりました。たった数日間のお手伝いではありましたが、地震に
見舞われた方々の１日も早い復興と、１日も早く普通の生活に戻
られることを願うばかりです。
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         上飯樋

     大久保・外内

          臼  石

          佐  須

          比  曽

     前田・八和木

ご冥福をお祈り申し上げます（１月21日から２月20日までに届け出のあったものを掲載）
 ※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へお申し出ください。

最終回 能登半島にて

飯舘村地域おこし協力隊がつづる いいたて      D I A R Y

今
月
の
ラ
イ
タ
ー

ひとのうごき 　 令和６年２月１日現在

　●男　2,358人（＋１）
　●女　2,316人（ー13）
　　計　4,674人（ー12）

世帯数　1,816戸（＋４）

人   口 　今 月   （前月比）
　　       転入　８人
　　       転出    13人
　　       出生　０人
　　       死亡　７人
　   （住民基本台帳人口）

1月1日〜31日までの人口動態

■ ひとのうごき■ ひとのうごき

誕生おめでとう

赤ちゃんの名前　        　           親の名前　           行政区

三  浦 大  和  くん
や  ま  と      勝 幸 さん

     智 世 さん
深  谷

HAPPY  BIRTHDAY！

丹精込めて育まれた食材の　　
　　 　      広がる魅力に感動 愛楽故郷味

あいらく ふるさと み
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ああ
じじ
わわ
いい
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宝宝さがしさがしいいたていいたて

　協力隊の横山です。
　まもなく年度末に差し掛かってきま
すが私もお店をオープンしてもうすぐ
１年！ 時の流れは早いものです。

地域おこし協力隊 横山 梨沙 さん

　
駆
け
足
で
や
って
き
た
春
の
空
気
が
漂
う
如
月
。

　
２
月
の
１
か
月
間
、仙
台
市
に
あ
る
ル
ー
ト
２
２
７
カ
フ
ェ
さ
ん
が「
飯
舘
村
フ
ェ

ア
」と
銘
打
っ
て
、村
産
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。私
も
、ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
加
え
P
R
動
画
で
飯
舘
村
一
色
と
な
っ
た
お

店
に
お
伺
い
し
て
、「
ハ
イ
カ
ラ
」な
カ
フ
ェメ
ニュ
ー
に
変
身
し
た
村
産
黒
毛
和
牛
、い

い
た
て
雪
っ
娘
か
ぼ
ち
ゃ
、凍
み
餅
を
い
た
だ
く
中
、他
の
お
客
様
が
飯
舘
村
メ
ニュ
ー

を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、つい
つい
頬
が
緩
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
18
日
の
復
興
庁
に
よ
る
情
報
発
信
事
業「
福
島
を
味
わ
う 

食
文
化
の
結
び

P
R
O
J
E
C
T
in 

福
島
」で
は
、春
を
前
に
し
て
豊
富
な
食
材
が
揃
う
福
島
県

の
食
の「
底
力
」と
、そ
の
滋
味
深
い
味
わ
い
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
料
理
家
の
栗
原
は
る
み
さ
ん
と
シェフ
の
大
宮
勝
雄
さ
ん
に
よ
る「
オ
ン

ラ
イ
ン
料
理
教
室
」が
開
催
さ
れ
、２
年
前
の
村
夏
ま
つ
り
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
た

お
二
人
に
、今
回
は
村
産
黒
毛
和
牛
と
凍
み
餅
を
使
って
の
多
彩
な
お
料
理
を
ご
教

授
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ま
い
た
け
牛
丼
」「
牛
す
じ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」「
凍
み
も
ち

の
チ
リ
ソ
ー
ス
茶
碗
蒸
し
」「
凍
み
も
ち
の
チ
ー
ズ
カ
ツ
レ
ツ
」と
、そ
の
ど
れ
も
が
創

意
工
夫
と
愛
情
に
包
ま
れ
た
絶
品
で
し
た
。村
産
食
材
の
良
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、生
産
者
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
ん
だ
食
材
達
に
新
た
な「
価
値
」を
与
え
て

く
だ
さ
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
24
日
に
は
第
２
回「
ワ
ク
ワ
ク
あ
っ
た
か
マ
ル
シ
ェ
」が
も
り
の
駅
ま
ご
こ
ろ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
６
次
化
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
生
産
者
さ
ん
が
定
番
商
品
か

ら
新
商
品
ま
で
数
々
の
商
品
を
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、特
に
国
内
で
唯
一、飯
舘
村

で
の
み
栽
培
し
て
い
る
も
ち
米
品
種「
あ
ぶ
く
ま
も
ち
」の
加
工
品
が
多
か
っ
た
こ
と

が
印
象
的
で
す
。

　
こ
の
２
月
は
、日
時
が
重
複
し
て
参
加
出
来
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
含
め「
ふ
る
さ

と
の
担
い
手
」の
皆
さ
ま
に
よ
る
村
産
食
材
の
溢
れ
出
る
魅
力
発
信
が
、こ
れ
ま
で

に
な
く
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
生
産
者
さ
ん
た
ち
の
意
欲
や
煌
め
き
も
、多
方
面
の
方
々
に
お
知
り
い
た
だ

け
た
月
間
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
、さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
村
産
農
産
物
、ひ
い
て
は
飯
舘
村
民
の
魅
力
、

「
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
」に
よ
る
創
意
工
夫
を
よ
り
知
って
、よ
り
感
じ
て
、よ
り
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　振り返ると村の方にも沢山来て頂き、
一 番 多 いコメントが「 一 人で やってん
の!?」といった驚きの声です（笑） 「よく
一人で頑張ってるねぇ」と言われますが、
実際にはお客様である皆さんに協力し
て頂いてお店が成り立っていますし、時
には村の方に野菜をお裾分けして貰う
事も。なので私だけでなく皆んなで作り
上げた空間だと私は感じています。

最 終 回

　そんな人と人との繋がりを大切にして
2024年もまでいに過ごしていきたいです。

最終回に寄せていいたて      D I A R Y
　令和２年６月号から３年６か月にわたり連載してきた「いいたてDIARY」。飯舘村地域おこし協力隊とし
て活躍した松本奈々さん、二瓶麻美さん、大槻美友さん、松尾洋輝さん、そして横山梨沙さんがリレー形式
で担当し、それぞれの活動の様子をお伝えしてきました。ご協力、そしてご愛読をありがとうございました。

「いいたてDIARY」は今回をもって連載終了となりますが、村ではフリーミッション型の地域おこし協力隊を
引き続き募集しています。現役隊員の横山さんの他、卒業した隊員の皆さん
も村内で活躍中です。関心をお持ちの方はぜひ一度お問い合わせを。

　問  村づくり推進課企画定住係☎︎0244-42-1622

２年間の人物を訪ねての「宝探しコーナー」は今月をもって完結にしたいと
思います。ご愛読ありがとうございました。（Ｆ）

ひ      と

山
本
さ
ん
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